
つ
ち
は
じ

静
岡
。土
橋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
菊
川
市

（旧
菊
川
町
）
土
橋
字
西
軒

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
一
〇
月
１

一
九
九
七
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
菊
川
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
塚
本
和
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
牛
測
川
と
菊
川
の
間
に
あ
た
る
横
地
地
区
土
橋
の
県
道
浜
岡
線

沿
い
の
天
神
社
周
辺
に
位
置
す
る
。
調
査
区
は
道
路
を
隔
て
て
東
西
約
六
六
ｍ
、

南
北

一
人
三
ｍ
、
調
査
面
積
は

約
四
〇
〇
〇
ポ
。
遺
構
は
、
弥

生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前

期
ま
で
の
集
落
と
古
墳
時
代
後

期
の
居
館
、
さ
ら
に
中
世
の
屋

敷
地
を
検
出
し
た
。
今
回
の
調

Ｄ

査
範
囲
で
は
屋
敷
地
の
約
二

掛

。
％
を
発
掘
し
、
方
形
溝

・
井

戸

。
土
坑
、
柱
穴
な
ど
を
検
出

し
た
。
井
戸
は
全
て
素
掘
り
で
、
山
茶
椀

・
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
が
出
土
し
て
い
る
。

柱
穴
は
多
数
検
出
し
た
が
、
掘
立
柱
建
物
と
し
て
ま
と
ま
る
も
の
は
な
か
っ

た
。方

形
溝
Ｓ
Ｄ
三
は
、
南
北
二
六
ｍ
東
西
五
五
ｍ
の
屋
敷
地
の
四
周
を
区
画
す

る
溝
で
、
幅
ニ
ー
九

ｍ
深
さ
約

一
ｍ
の
規
模
を
有
す
る
。
溝
の
中
で
最
も
良
好

に
残
る
北
溝
は
、
幅
四
―
九

ｍ
と
規
模
も
大
き
く
堆
積
状
態
は
安
定
し
、
沼
地

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
溝
は
幅
ニ
ー
三
ｍ
の
規
模
で
南
に
向
か
っ
て
流

れ
、
下
流
付
近
か
ら
北
溝
の
合
流
地
点
ま
で
は
、
両
岸
に
杭
列
を
設
け
て
護
岸

し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
の
下
層
か
ら
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
多
量

の
山
茶
椀
を
は
じ
め
、
中
国
製
青
磁

。
白
磁
、
常
滑

・
渥
美
産
陶
器
な
ど
の
土

器
類
の
ほ
か
、
曲
物

・
箸

・
下
駄
な
ど
の
生
活
用
具
、
形
代
類
や
呪
符

・
笹
塔

婆
な
ど
の
呪
術
資
料

（但
し
、
明
瞭
な
墨
書
な
し
）、
信
仰
に
関
係
す
る
遺
物
、

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
や
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
種
な
ど
の
植
物
遺
体
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
溝
は
、
出
土
遺
物
か
ら
み
て

一
三
世
紀
前
半
に
は
完
全
に
埋
没
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
方
形
溝
Ｓ
Ｄ
三
の
う
ち
、
屋
敷
地
の
北
側
を
区
画
す
る
北
溝
か
ら
三

点
出
土
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
人
面
を
描
く
だ
け
で
文
字
を
記
さ
な
い
人
形
も
出

土
し
て
い
る
。
ま
た
、
墨
書
土
器
に
は
、
山
茶
椀
底
部
外
面
に

「人
」
「十
」

「廿
」
「汁
」
な
ど
の
文
字
や
梵
字
、
花
押
な
ど
が
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。



2004年出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「大
祓
男
人
形
」

②

　

「人
」

□

い
②
は
人
形
に
文
字
を
記
し
た
も
の
。
と
も
に
板
目
材
で
、
い
は
墨
で
上
端

部
に
烏
帽
子

。
人
面
が
描
か
れ
、
体
部
に
文
字
を
配
置
す
る
。
②
は
小
型
の
長

方
形
の
材
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
頭
部
か
ら
体
部
を
造
り
下
端
は
大
き

く
削

っ
て
足
部
分
を
設
け
て
い
る
。
人
面
は
簡
略
化
し
て
描
か
れ
、
体
部
中
央

付
近
に

「人
」
と
墨
書
し
て
い
る
。
①
の
文
字
は
梵
字
か
。
卒
塔
婆
の
一
部
で

あ
ろ
う
。
下
端
は
欠
損
す
る
。

９
　
関
係
文
献

菊
川
町
教
育
委
員
会

『土
橋
遺
跡
』
（菊
川
町
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
報
告
書

六
三
、
二
〇
〇
一
年
）

（塚
本
和
弘
）

ω
∞
］
×

ω
卜
×

卜

　

ｏ
ω
沖

Ｐ
ｏ
や
×

Ｐ
Ｎ
×

∞
　

ｏ
⇔
〕

（
ｏ
じ

×

］
卜

×

卜
　

ｏ
ω
〕

一　②

人面のみの人形




